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2025 年度(令和 7 年度)事業報告書 

 
                 一般社団法人 ｂｌａｎｋｅｔ 

 

1. 事業の成果 

 1 年を通しフルに活動を行った結果、多くの飼育者とかかわりを持ち、猫の適正飼育の重要

性を伝えるとともに、避妊去勢手術を理解していただき、手術・リターン後のサポートが継続

できている。 

また、広報誌 9 月号にて猫の特集とｂｌａｎｋｅｔの活動を掲載してもらったことや、メディ

アへの取り上げにより、ｂｌａｎｋｅｔの知名度が上がり、多くの市民・国民に啓発活動を行

うことができた。半面、それらに伴い猫の対応頭数・保護数が大幅増加となり、運営がひっ迫

した。保護猫については譲渡会をシェルターのみではなく市外でも開催することにより、多く

の方がｂｌａｎｋｅｔの活動に賛同してくださり、猫たちを新しい家族へつなぐことが出来

た。 

全国的に問題となっている独居者の緊急入院入所・死亡に伴う、預かりケースは前年度に続き

明らかに増加している。当団体や市としても、高齢者・独居者のペット置き去りの現状・予防

策等を早急にまとめ、市民へ啓発していくことの必要性を強く感じた。 

現在使用している、旧ひまわり保育所は、設備改修が必要なものの、猫たちにとって快適な住

まいとなっている。夏季頃一時的にパンク状態になったものの、2 種団体の制限である 60 頭を

超えることなく、飼育できたことは理想であるが、シェルター運営にはランニングコストが多

くかかり、継続的な維持管理は課題である。 

業務委託費のみでの運営は困難であり、寄付やクラファンにすがる運営にも限度があるため、

国として保護活動者への支援体制を整備してもらえるよう、働きかけをすすめた。 

 

2. 事業の実施に関する事項（令和 7 年 4 月 ～ 令和 8 年３月） 
■活動に係る業務 

定款に準ずる

業務 
事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事

者の

人数 

受益対象者の範囲

及び人数 

対応頭数 

備考 

小学校などで

の授業 

・動物愛護の情勢をつく

り PBL 授業の事前学習に

なるよう授業を行う 

10 月 6 日 

 

美土里

小学校 

2 名 高学年 24 名  

10 月 31 日 向原小

学校 

1 名 低学年 1 名  

12 月 16 日 甲田小

学校 

2 名 高学年 38 名  

3 月 11 日 甲田小

学校 

 

2 名 低・中

学年 

57 名 

68 名 
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犬猫に関する

相談対応業務 

・市民及び団体からの犬

猫に関する相談について

の現地対応 

通年 依頼の

あった

場所 

2 名 90 件 413 匹  

・現地飼育困難猫の保護 

 

 100 匹  

地域猫活動地

域への助言活

動業務 

・市から要請があった案

件等の助言活動 

通年 依頼の

あった

場所 

2 名  4 件  

譲渡会実施業

務 

・保護した猫等の譲渡会

開催 （シェルター） 

12 回 シェル

ター 

5 名  約 330 人  

・保護した猫等の譲渡会

参加 （シェルター外） 

17 回 その他 3 名  約 7730 人人 

・譲渡会時に飼育相談会

開催 

29 回 開催場

所にて 

3 名  約 300 人  

・譲渡猫     60 匹  

避妊・去勢手

術実施業務                                                                                                                             

・飼い主不明猫・不適切

飼育猫への避妊去勢手術

の実施 

TNR 依頼の

あった

場所 

2 名  251 匹  

＊現在対応中のものは含まず 

ｂｌａｎｋｅｔ預かり猫数 3 月末現在 30 匹 

 

 

参考資料：2024 年度実績 

譲渡会は月 2 ペースにて参加。 

譲渡猫 17 匹 

TNR 対応猫 150 匹 

ｂｌａｎｋｅｔ預かり猫数 3 月末現在 39 匹 

 


